
第34回硬組織再生生物学会 
学術大会・総会のご案内（第3報） 
演題締切を7月31日まで延長します 

 
　第34回硬組織再生生物学会学術大会・総会の開催をご案内申し上げます。 
皆様の多数のご発表とご参加をお待ち申し上げます。 

 
第34回　硬組織再生生物学会学術大会・総会 

大会長　　　菊池　憲一郎 
 

場所：日本歯科大学　生命歯学部 
期日：理事会　　　　　2026年9月11日（金） 

学術大会・総会　2026年9月12日（土） 
 
 

演題募集要項 
1．​ 一般事項 

後掲の「演題抄録 作成例」を参考に、演題名、発表者名、所属、連絡先、発表形式等を記入
して、下記の学会準備委員会事務局宛にお送り下さい。本大会も優秀なプレゼンテーション
の表彰を行います。“口演”と“ポスター”の各演題から１演題程度を表彰する予定です。特に、
若手の先生方は奮ってご応募お願い致します。 

 
2．​ 発表形式 

口演形式とポスター形式の2通りです。第1希望の発表形式を抄録に記載して下さい。演題数
によってはご希望に添えない事もあります。その場合、発表形式の決定は事務局に御一任下
さい。 
 
1)​ 口演形式：発表時間 7 分＋質疑応答 3 分＝ 10 分を予定しております。 

　　　　　液晶プロジェクター１台（パワーポイントで作成願います） 
2)​ ポスター形式：自由討論時間として１時間を予定しております。 
　　　　　　　　　横90 cm × 縦180 cm程度のスペースを予定しております。 
 
        ＊発表要綱の詳細は各演者の先生に別途、ご連絡申し上げます。 

 
3. 抄録記載要領 
　1) 和文演題名、発表者氏名（代表発表者に下線）、所属 
　2) 和文 300 字以内の発表内容の要旨（目的、方法、結果、考察等簡潔明瞭に） 
　3) 英文演題名、発表者氏名（代表発表者に下線）、所属 
　4) 英文 100 words程度の発表内容の要旨（和文の内容と一致させて下さい） 
　5) 発表者の連絡先 
　6) 希望する発表様式（口頭かポスター） 
 
4. 申し込み方法 
　e-mailで 34kousoshiki@tky.ndu.ac.jp まで抄録のwordファイルを添付してください。 
　なお、３日後までに受領の返信がない場合には再度ご連絡下さい。 
 
5. 問い合わせ先 
　〒102-8159　東京都千代田区富士見1-9-20 日本歯科大学 生命歯学部 
　　第34回硬組織再生生物学会学術大会・総会 
　　準備委員長：筒井　健夫（薬理学講座） 
　　プログラム委員長：小川清美（解剖学第２講座） 



E-mail: 34kousoshiki@tky.ndu.ac.jp 
 
　　 
6. 締切期日（延長しました） 
　※ 2026年7月31日（金） 
　口演発表の演題に応募いただければありがたく存じます。 
 
7. 理事会 
　日時：9月11日（金）16:00～17:30（予定） 
　場所：日本歯科大学 生命歯学部 本館２階 第１会議室 
　 
　理事懇親会 
　日時：9月11日（金）18:00～20:00（予定） 
　場所：東京大神宮マツヤサロン 大学から徒歩5分 
 

 

 

 

演題抄録　作成例 

 

中年期マウス大唾液腺と小唾液腺における組織学的変化 

 

柴垣皓一1、小川清美1、池田利恵1,2、佐藤住美江1、菊池憲一郎1 

1日本歯科大学 生命歯学部 解剖学第2講座 , 

2日本歯科大学東京短期大学 歯科衛生学科 

 

中年期におけるマウス大唾液腺と小唾液腺に生じる組織変化を明らかにするため、 

18週齢と48週齢の雄 C57BL/6JJcl マウスより採取した顎下腺・舌下腺・耳下腺・口蓋 

腺を用いて形態学的検討を行った。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

以上の結果から、中年期マウス唾液腺の組織学的変化は、唾液腺の種類と部位によって違いが

生じることが明らかとなった。 

 

Histological changes in the major and minor salivary glands of middle-aged mice 

 

Koichi Shibagaki1, Kiyomi Ogawa1, Rie Ikeda1,2, Sumie Sato1, Ken-ichiro Kikuchi1 

1 Department of Histology, School of Life Dentistry at Tokyo, The Nippon dental University 

2 Department of Dental Hygiene, The Nippon dental University College at Tokyo 

 

Morphological studies were performed using submandibular, sublingual, parotid, and palatine glands 

collected from 18- and 48-week-old male C57BL/6JJcl mice to elucidate tissue changes occurring in 

the major and minor salivary glands of middle- aged mice. 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

These results indicate that the histological changes occurring in the salivary glands of middle-aged 

mice differ depending on the type and location of the glands. 

 

発表者の連絡先 

氏名：柴垣皓一　(日本歯科大学 生命歯学部 解剖学第２講座) 

住所：〒102-8159　東京都千代田区富士見1-9-20  

E-mail：●●●●●●＠tky.ndu.ac.jp 

 

希望する発表形式：口演発表 

 

※口演発表およびポスター発表のどちらかを明記してください。 


